




①京都市堀川効果事例

○堀川は、昭和20～30年代に水源が断たれ晴天時は枯れ川、雨
天時は合流式下水道の放流先の水路となっていたため、堀川に
清流を蘇らせようと う市民 願 は大きか た清流を蘇らせようという市民の願いは大きかった。

○貯留幹線を整備し、合流式下水道の吐口を閉塞、さらに第二
疏水分線から導水し、清流の復活や水辺の整備を行った。現在
では「堀川桜まつり」や「京の七夕」の開催などで賑わいを見
せているせている。

京都市堀川

貯留管の整備

堀川

浸水貯留 鴨川へ

汚濁貯留

鳥羽水環境保
全センターへ

（京都市堀川における改善
効果検証のためのアン
ケ ト調査）

水質

ケート調査）
・調査対象：地域住民およ
び観光客等

・調査方法：面接式アン
ケート

・調査実施日：
H25.6.22(土)～24(月) 

堀川桜まつり/堀川と堀川通りを美しくする会

・サンプル数：n=298 （右
グラフはその内事業前を
知っている者208人）

約9割が改善したと回答！

京の七夕（堀川会場）

/京の七夕実行委員会

※アンケート実施者：
国土交通省 水管理・国土保全局 下水道部



②福岡県大牟田市効果事例

○雨天時活性汚泥法の採用や貯留管の整備により、合流改善事
業を実施。

○放流先の水質（COD）の改善や潮干狩りが実施されるなどの効
果が見られている。

平成21年度循環のみち下水道賞（特別部門）受賞

汚濁負荷削減のため「雨天時活性汚泥法」を採用

放流回数削減のため「管内貯留 を実施

総放流負荷量(BOD) t/年

放流回数削減のため「管内貯留」を実施

放流回数 回/年

潮干狩りの実施放流先の水質(COD)改善状況 mg/L


